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キャンペーンの目的

乳がんは、日本人女性の20人に1人以上がかかるといわれ30歳
～64歳までの女性のがん死亡原因の1位です。そして近年では
若い女性にも増えています。

しかし、乳がんは早い段階から自分で発見することが可能で、
早期発見できれば、がんの中では治る率が高いがんに入ってい
ます。

そのため、自己検診の実践と定期的な専門家による検診を受け
て早期発見の機会を失わないようにすることが重要となります。

10月は、乳がん啓発のためのピンクリボン月間でもあり、この
活動の一環として、特に20歳～30歳代の若い女性を中心に乳が
んの早期発見・早期診断・早期治療の大切さと毎日の生活の中
で自己検診法を実践していただくことを目指し、キャンペーン
を展開いたします。



キャンペーンの内容

①乳がん勉強会の開催（無料）

開催日：10月8日・22日・11月12日　（計３回）

時 間：午前10時30分～11時30分

内 容：第1部 外科医師の講話「乳がんについて」

第2部 乳がん患者会 あけぼの帯広 代表 久保怜子様

　　　　　　　　 「乳がん体験者として伝えたいこと」　　

第3部 保健師からの「正しい自己検診法」　

②特別料金での乳がん検診実施（助成対象外の方）

開催日：10月3日～11月12日

予約枠：土曜日は10人、平日は通常通り

③乳がん検診収入の一部を寄付

乳がん患者会「あけぼの帯広」へ



キャンペーンのコンセプト

乳がん勉強会
★第1部 外科医師の講話
★第2部 乳がん体験者の講話
★第2部 保健師の講話

乳がん検診
★特別料金の設定
（助成対象外の方）

勉強会・検診
希望者

検診の動機付け

予防の動機付け

キャンペーン情報
の提供
★新聞・FMラジオ・院内掲示･･･

・・・ 情報提供 ・・・
★乳がん自己検診チェックシート ★乳がんの質問用紙（医師より個別回答）

★乳がん予防レシピの解説 ★乳がんの説明資料など

検診収入の一部を寄付
乳がん患者会

『あけぼの帯広』



検診料金について

基本検診 通常料金 特別料金

10歳代～30歳代 触診＋超音波検査 4,725円 3,500円

40歳代 触診＋マンモグラフィ2方向 7,088円 5,750円

50歳代～ 触診＋マンモグラフィ1方向 5,355円 4,100円

オプション 超音波検査

マンモグラフィ1方向

マンモグラフィ2方向

3,675円

3,150円

5,250円

市町村や共済・健康保険組合などの助成事業対象に入らない方に
ついては、下記の特別料金を設定しました。乳がん早期発見のた
め、まず検診を受け易い環境を提供いたします。



乳がん検診の精度管理

当院健康管理センターでは、乳がん検診に外科医師の触診を行っ
ております。触診については、乳がんの発見のみならず、より診
断精度を高めるために大変重要とされております。

当院で実施するマンモグラフィー検査は、NPO法人マンモグラフィ
検診精度管理中央委員会から、マンモグラフィ検診施設として認
定を受けており、撮影した画像は、専門チーム（外科医師・診療
放射線技師）による読影を実施し、質の高い乳がん検診に努めて
おります。

何らかの所見があった場合は、外科医師が今後の治療方法につい
て十分にご説明し、ご本人の意向に沿った医療を提供させていた
だきます。

ご自身のため、そして大切なご家族のために
できることから始めてみませんか？

私たちが全力でご協力させていただきます


